
た

AB=6cm,AD=Qttclnの 長方形 ABCDの 紙がある。

図 1は ,長方形 ABCDに おいて,∠ABCの 二等分線と辺

ADの 交点を E,∠EBCの 二等分線と辺 DCの 交点を F

とし,点 Eと 点 Fを 結んだものである。

図 2は ,長方形 ABCDの 紙を,辺 ADと 辺 BCが 交わる

ように,対角線 BDを 折 り日として折った図形を表わし

ている。

ただし,紙の厚さは考えないものとする。

次の (1)は指示に従って蓉え,(2),(3)は[I]の 中
にあ

てはまる最も簡単な数を記入せよ。ただし,根号を使う

場合はy― の中を最も小さい整数にすること。また,円

周率はTを 表わす。

(1)図 1に おいて,「△EBF≡ △CBF」 であることを,

証明しなさい。

(2)図 1において,線分 EFの 中点を Gと し,線分 BF上

にAP+PGの 長さが最も短くなるように点Pを とる

とき,AP+PGの 長さは □
cmで ある。

(3)図 2において,図 2の図形を直線BDを 軸として 1回

転させてできた立体の体積は EIIcm3で ぁ
る。
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